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家 庭

１ 教育課程の編成

（1） 教科の目標を達成するための教育課程編成上の留意事項

家庭に関する学科においては、家庭の生活に関わる産業の見方・考え方を働かせ、実

践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、生活の質の向上と社会の発展を担う

職業人として必要な資質・能力を育成することを目指している。

専門教科「家庭」においては、少子高齢化、食育の推進や専門性の高い調理師養成、

価値観やライフスタイルの多様化、複雑化する消費生活等への対応などを踏まえ、生活

産業を通して、地域や社会の生活の質の向上を担う職業人を育成するよう学習内容等の

改善・充実を図るため、従前の20科目を21科目に改めた。

（2） 各教科・科目における標準単位数や履修における順序性等

ア 標準単位数

北海道教育委員会では、北海道立高

等学校教育課程編成基準（令和元年

(2020)年11月７日全部改正）において、

専門教科「家庭」の標準単位数を【表

１】のとおり示している。各学校にお

いては、この標準単位数を踏まえ、適

切な単位数を定める必要がある。

イ 専門教科の最低必履修単位数

家庭に関する学科においては、専門

教科・科目について、全ての生徒に履

修させる単位数は、25単位を下らない

ものとする。

ウ 原則履修科目

「生活産業基礎」及び「課題研究」

の２科目を家庭に関する学科における

原則履修科目として位置付けている。

また、職業人に求められるマネジメン

ト力を一層重視し、専門的な学習の動

機付けとなる「生活産業基礎」は、入

学年次で履修させ、社会の変化とライ

フスタイルの多様化や、伝統産業の現

状と課題や今後の展望についても扱う

ようにする。

なお、「課題研究」は、専門教科に関する基礎的・基本的な学習の上に立ち、問題

【表１】専門教科「家庭」標準単位数

科 目 単位数

生活産業基礎 ２～４

課題研究 ２～４

生活産業情報 ２～４

消費生活 ※ ２～４

保育基礎 ※ ２～６

保育実践 ※ ２～８

生活と福祉 ※ ２～６

住生活デザイン ※ ２～８

服飾文化 ２～４

ファッション造形基礎 ※ ２～６

ファッション造形 ４～10

ファッションデザイン ４～14

服飾手芸 ２～４

フードデザイン ※ ２～８

食文化 １～２

調理 ４～14

栄養 ２～３

食品 ２～４

食品衛生 ２～５

公衆衛生 ２～４

総合調理実習 ３

※については、普通科において生徒に履修させるこ
とが考えられる科目とする。
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解決能力や生涯にわたって自発的、創造的に学習に取り組む態度を育てることから、

卒業年次に履修させるようにする。

（3） 特色ある教育課程の編成

ア 学校設定科目

学校においては、生徒や学校、地域の実態及び学科の特色等に応じ、特色ある教育

課程の編成に資するよう、学校設定科目を設定することができる。その際、学校設定

科目の名称、目標、内容、単位数等については、教科家庭の目標に基づき、高等学校

教育としての水準の確保に十分配慮する必要がある。

イ 専門教科・科目による必履修教科・科目の代替

専門教科・科目の履修によって、必履修教科・科目の履修と同様の成果が期待され

る場合においては、その専門教科・科目の履修をもって必履修教科・科目の履修の一

部又は全部に替えることができる。例えば「生活産業情報」の履修により「情報Ⅰ」

の履修に代替することなどが可能であるが、全部代替する場合は、「生活産業情報」

の履修単位数は、２単位以上必要である。

２ 指導計画の作成と内容の取扱い

（1） 指導計画作成に当たっての配慮事項

専門教科「家庭」においては、各科目における特質に応じた「見方・考え方」を働か

せて学ぶことにより、事実等に関する知識を相互に関連付けて概念に関する知識を獲得

したり、技術の深化・統合化を図ったりすることができる。

生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を目指した授業改善を進める上で、より効果

的な学習が展開できるように配慮すべき内容については、次のとおりである。

ア 指導計画作成上の配慮事項

単元などの内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成に向

けて、生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図ること。その際、家庭の生活に関

わる産業の見方・考え方を働かせ、専門的な知識と技術などを相互に関連付けてより

深く理解させるとともに、地域や社会の生活の中から問題を見いだして解決策を構想

し、計画を立案し、実践、評価、改善して新たな課題解決に向かう過程を重視した実

践的・体験的な学習活動の充実を図ること。【表２】は専門教科「家庭」における、

主体的・対話的で深い学びの視点による授業改善の参考例である。

【表２】
就業体験活動を通して、生活産業に関する仕事に直接関わることで、学

主体的な学び 習内容により興味・関心をもったり、自分が社会に貢献し参画できる存在
であることを認識したりするなどして、学習意欲を喚起する。
商品開発やファッションショーなどの場面において、産業界関係者や生

対話的な学び 徒同士と対話したり、協働したりする中で、課題解決に向けて、自らの考
えを明確にしたり、他者と多様な価値観を共有したりして自らの考えを広
め深める。
生徒が、地域や社会の中から問題を見いだして解決策を構想し、計画を

立案し、実践、評価、改善して新たな課題解決に向かうといった一連の過
深い学び 程の中で、家庭の生活に関わる産業の見方・考え方を働かせながら、課題

の解決に向けて自分の考えを構想したり、表現したりすることで、資質・
能力を育成しているかどうかの視点から授業改善を図る。
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イ 実験・実習の配当時間

家庭に関する各学科においては、原則として家庭科に属する科目に配当する総授業

数の10分の５以上を実験・実習に配当すること。

また、実験・実習に当たっては、ホームプロジェクトを取り入れることができるが、

その際には、専門教科「家庭」の各科目の授業時数の10分の２以内をホームプロジェ

クトとして実施させることができる。

ウ 地域や産業界等との連携・交流

地域や産業界等との連携・交流を通じた実践的な学習活動や就業体験活動を積極的

に取り入れるとともに、社会人講話を積極的に活用するなどの工夫に努めること。

また、地域や産業界等との連携・交流を通じた実践的な学習活動や就業体験活動を

積極的に取り入れることとし、職業に関する各教科・科目については、就業体験活動

をもって実習に替えることができる。

エ 各科目の内容の取扱い

今回の改訂において、内容の改善が図られたものについては、次のとおりである。

子供の文化を含めて保育の基礎を学ぶ「保育基礎」の発展と
保育実践 して、単に子供と触れ合うだけでなく、保育者の視点を踏まえ

た実習に重点を置いた内容を取り扱うよう留意すること。

生活と福祉
人間の尊厳と自立生活支援の考え方という項目を設け、認知

症への理解を深められるよう指導を工夫すること。
災害などの非常時を想定し、備蓄食の準備やそれを活用した

フードデザイン 調理ができるよう、災害時の食事計画についても取り扱うよう

にすること。
食文化と食育という項目を新たに設け、食文化の発展に食育

食文化 が果たす役割を扱うことを明示するなど、食育の推進に関する
内容を充実させること。
食分野を担う職業人としての意識を高め、食生活関連産業の

総合調理実習
発展に寄与する人材を育成することを目的とし、調理に関して
総合的に習得するための科目として調理師養成を目的とする学
科等において履修させること。

（2） 単元の指導計画作成上の配慮事項

作成に当たっては、次の点に配慮する必要がある。

ア 各科目の指導に当たっては、コンピューターや情報通信ネットワークなどの活用を

図り、学習の効果を高めるよう工夫すること。

イ 実験・実習を行うに当たっては、関連する法規等に従い、施設・設備や薬品等の安

全管理に配慮し、学習環境を整えるとともに、事故防止の指導を徹底し、安全と衛生

に十分留意すること。

ウ 専門科目については、いわゆる座学と実験・実習との調和と関連性、基礎的・基本

的事項と発展的・応用的事項との関連、特に新技術等新たな内容の習得に配当する授

業時数を十分確保すること。

エ 生徒の実態を考慮し、職業に関する各教科・科目の履修を容易にするため特別な配

慮が必要な場合には、各分野における基礎的または中核的な科目を重点的に選択し、

その内容については基礎的・基本的な事項が確実に身に付くように取り扱うこと。

オ 育成を目指す生徒の資質・能力を各教科・科目の指導を通して明確にし、各学校の

教育目標との関連を図るようにする。
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３ 主体的・対話的で深い学びの実践例

現行学習指導要領における、科目「フードデザイン」の「フードデザイン実習」の単元

において、家庭科技術検定の内容を取り入れ、主体的に学習を進めることで、生徒の学び

の質が高まるように工夫した年間指導計画例、単元の指導計画例及び１単位時間の指導計

画例を示す。

学
月

単
指導項目 指導のねらい

時 留意事項
期 元 数

(1) ア 食事の意義と ・食事の意義と役割について理解すると ・アについては、食事
４ 役割 ともに、食習慣、栄養状態、食料事情、 のおいしさや望まし

食の安全と環境との関わりなどの視点 い食習慣の形成及び
５ イ 食生活の現状 で、我が国の食生活の現状と課題を把 地域の食文化などと

と課題 握し、関連する情報を収集・整理させ 関連付けて指導する
６ る。 こと。

・健康な食生活の在り方に関する課題を 15 ・イについては、食生
発見し、その解決に向けて望ましい食 活の現状について考
習慣の形成や環境に配慮した食生活の 察させ、課題意識が
工夫などについて考察させる。 もてるように指導を

前 ・健康と食生活について自ら学び、食生 工夫すること。
期 活を総合的にデザインするために主体

的かつ協働的に取り組ませる。
(2) ア 栄養 ・食生活を総合的に計画・実践できるよ ・オについては日本料

７ うにするために、栄養、食品、料理様 理、西洋料理及び中
イ 食品 式と献立、調理、テーブルコーディネ 国料理のテーブルセ

８ ートなどのフードデザインの構成要素 ッティングやサービ
ウ 料理形式と献 について理解し、関連する技術を身に スの基本的な考え方

９ 立 付けさせる。 や方法を扱うこと。
・フードデザインの構成要素について課 25

エ 調理 題を発見し、その解決に向けてより豊
かな食生活について考察し、工夫させ

オ テーブルコー る。
ディネート ・フードデザインの構成要素について自

ら学び、食生活を総合的にデザインす
るために主体的かつ協働的に取り組ま
せる。

(3) ア 食事テーマの ・食事のテーマに応じた献立作成、食材 ・ウについては(2)オ
10 設定と献立作成 の選択と調理、テーブルコーディネー と関連付けて指導す

トと各料理のサービス方法について、 ること。
11 イ 食品の選択と 基本的な考え方や方法を理解し、関連 ・イについては環境に

調理 する技術を身に付けさせる。 配慮した食材の選択
１ ・食事計画についての課題を発見し、そ 20 や、調理法の工夫な

後 ウ テーブルコー の解決に向けて考察し、表現させる。 どについても扱うこ
期 ディネートとサ ・フードデザイン実習について自ら学び、 と。

ービスの実習 食生活を総合的にデザインするために
主体的かつ協働的に取り組ませる。

【本単元】

(4) ア 食育の意義 ・食育を推進することの重要性を理解し、 ・アについては食育基
２ 家庭や学校及び地域で食育推進活動に 本法などの趣旨を踏

イ 家庭や地域に 関連する技術を身に付けさせる。 まえ、食育を推進す
３ おける食育推進 ・家庭や学校及び地域における食育の推 ることの重要性を扱

活動 進について課題を発見し、その解決に うこと。
向けて考察し、工夫させる。 ・イについては地域の

・食育と食育推進活動について自ら学び、 10 関係機関等との連携
家庭や社会の人々の健康の保持増進と を図ること。また、
健全な食生活の実現を図るために、ホ ホームプロジェクト
ームプロジェクトや学校家庭クラブ活 や学校家庭クラブ活
動などを通して食育の推進に主体的か 動を通し、食育推進
つ協働的に取り組ませる。 活動を行うこと。

健
康
と
食
生
活

フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
の
構
成
要
素

フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
実
習

食
育
と
食
育
推
進
活
動

（1） 年間指導計画
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（3） 第２次の３時間目の指導と評価の計画

科目「フードデザイン」において、生徒の主体的・対話的で深い学びを実現する観点

から、食物調理技術検定２級の内容を取り入れた献立作成及び調理実習を実施する。本

時では、栄養や食品に関する基礎的・基本的知識を身に付けた上で、献立、調理の学習

内容について体系的・系統的に学習することや、食品群別摂取量の目安について理解し、

対象者にふさわしい昼食のお弁当献立を作成することを目標としている。その際、検定

の主題となっている条件に合わせて分量や献立の組合せを考え、さらに、栄養価やいろ

どりも意識しながら実技試験に臨ませることが重要となる。また、生徒が学んだ知識や

技術を生かし、家族のライフステージに合わせた栄養計画を主体的に組み立てていくこ

とができるよう、今後の指導に繋げることが可能となる。

（2） 単元の指導計画
単 元 名 (3) フードデザイン実習（20時間）
（学習項目） ア 食事テーマの設定と献立作成

栄養、嗜好、季節感、経済、調理時間などに配慮して、目的に応じた適切な献立
単元のねらい の作成ができるようにする。
評価の観点 関心 ･ 意 欲 ･ 態 度 思考･判断･表現【思】 技能【技】 知識･理解【知】

【関】
生活産業を取り巻 生活産業を取り巻く諸 生活産業に関す 生活産業に関す

く諸課題について関 課題の解決を目指して思 る基礎的・基本的 る基礎的・基本的
心をもち、その改善 考を深め、基礎的・基本 な技術を身に付け、 な知識を身に付
・向上を目指して主 的な知識と技術を基に、 生活産業に関する け、生活産業の社

評価基準 体的に取り組もうと 生活産業に携わるものと 諸活動を合理的に 会的な意義や役割
するとともに、実践 して適切に判断し、表現 計画し、その技術 を理解している。
的な態度を身に付け する創造的な能力を身に を適切に活用して
ている。 付けている。 いる。

次程 学習内容と留意事項
評価の観点

関 思 技 知

◆ 日本料理、西洋料理、中国料理など様式別に季節、行事、料理様式、第１次
対象などの条件を考慮した上で、栄養、嗜好、季節感、経済、調理時 ○ ○（５時間）
間などに配慮して、目的に応じた献立を作成する。

第２次
（10時間） ◆日常食の献立を考える際の留意点（２時間）

【ねらい】調理上の基本的事項を習得し、調理実習や家庭生活の ○
向上にいかすことができる。

◆お弁当の献立作成及び調理実習（２時間）
【ねらい】食品群別摂取量の目安について理解を深め、高校生に

○ ○ふさわしい昼食のお弁当献立を作成することができ
る。

◆日常食（日本料理、西洋料理、中国料理）の献立作成及び調理
実習（６時間） ○ ○

【ねらい】栄養バランス、年齢、性別、目的を考慮した食事の献
立をについて、要点が理解でき、日常食に適した献立
が作成できる。

第３次 ◆テーブルコーディネートの基本的な事項を踏まえ、食事のテーマ
○ ○

(5時間) にふさわしい食卓の整え方や周囲の環境づくりを提案し、適切な食
卓空間を演出する。

【実践事例】
３時間目が該当

※第１次と第３次については、ねらいを省略する。
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◆第２次の３時間目の指導と評価の計画

＊参考資料
17歳男子の通学用弁当献立

(指定材料：じゃがいも25ｇ指定調理法：焼き物）

＊主菜→副菜→つけ合わせ・常備菜→果物の順で記入しよう

【プリント記入の様子】

【調理実習の様子】

１ 本時の目標
(1)食品群別摂取量に基づいた一食分のお弁当の献立を作成できる。
(2)作成した献立を50分で準備や片付けまでを行う時間配分を考えることができる。
２ 本時の展開（全10時間予定の３時間目）
過程 学習内容 生徒の学習活動 評価 指導上の留意点

導 学習内容の確認 ・本時のねらいの確認をする。 ・検定題材であることを理解さ

入 せる。

展 食品群別摂取量の確認 ・食品群別摂取量から１食当たりのめ 【知識･理解】 ・摂取量のめやすの範囲内で献

開 やす量を確認する。 献立作成に必要な知識を身に 立作成をするようにアドバイス

献立の作成 付けている。 する。

・指定材料と指定調理法を用いた献立 【思考・判断・表現】 ・主菜、副菜、つけ合わせ・常

を作成する。 条件を踏まえながら献立作成 備菜、果物の順で、調理法に

ができる。 偏りがないように考えさせる。

・作成した献立をイメージし味の調和、 （評価方法） ・いろどりを分かりやすくする

栄養バランス、いろどり等を考え献立 ワークシート、観察 ため色鉛筆を用意する。

を決める。 ＊ワークシート

・ペアになり、自分が作成した献立に ・隣同士でペアを組み、対話か

ついて紹介し合うことで、多様な調理 ら献立のヒントが見つかるよう

法や、配置の方法があることに気付く。 アドバイスする。

ま 学習内容の振り返りと ・本時のねらいを確認する。 ＊参考資料

と 次時の確認 ・次時は作成した献立を献立表の記入

め 例を参考に仕上げることを確認する。

<「努力を要する」と判断した生

徒への手立て>

献立を考えることが難しい生

徒には、今まで行った調理実習

の献立からアレンジすることを

アドバイスする。また、生徒同

士による自分のお弁当の中味の

対話を通じて献立のヒントとな

るようにさせる。

学びの重点化

【前時の取組】
食品群別摂取量の目安についてプリントを用い家庭学習で確認させる。

学びの重点化

＊ワークシート 【ワークシート作成例】

17歳男子の通学用弁当献立を考える
(指定材料：じゃがいも25ｇ指定調理法：焼き物）

＊お弁当箱につめた状態をイメージして図示しよう

＊主菜→副菜→つけ合わせ・常備菜→果物の順で記入しよう

献立 分量 作り方
【実際に調理した

お弁当の一例】

まず主菜を中央に

詰めるように配置

させ、色鉛筆など

を使用しながら、

いろどりも意識さ

せる。

◆本時で使用したワークシート

献立表の記入方法は｢献立表の記入例」を参

考とする。調理試験では、献立表しか見ら

れないため書き漏らしのないように留意さ

せる。


